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令和５年度広島県政世論調査 
「減らそう犯罪」広島県民総ぐるみ運動関連の調査結果を抜粋 

（※括弧内は前回（令和２年度）調査結果） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査対象：広島県内在住の満１８歳以上の県民   標本数：２，０００人を無作為抽出 
調査時期：令和５年８月３１日～９月１５日    有効回答：１，１６２人（５８．１％）      

問１ 現在、お住まいの地域は、治安が良く，安全で安心して暮らせる地域だと思いますか。 
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暮らせる地域だと思う人は 

88.4％【前回調査は 86.9％】 

問 現在の日本が治安が良く、安全で安心して暮らせる 

国だと思いますか。 

１ そう思う（24.5%）              

２ どちらかといえばそう思う（60.6%）    

３ どちらかといえばそう思わない（9.9%） 

４ そう思わない（4.0%） 

治安に関する特別世論調査（R３内閣府実施） 

85.1％ 

問２ お住まいの地域が治安良好と思わない理由は何ですか。 

（問１で｢そう思わない｣、｢どちらかといえばそう思わない｣と回答した人のみあてはまるもの全て 

選択） 
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規範意識の低下、マナー違反などが目立つようになったから

防犯カメラや防犯灯などの防犯設備が不足しているから

地域の連帯感が希薄になったから

テレビ、新聞、ＳＮＳ、防犯アプリ等で

身近な犯罪を知る機会が増えたから

地域における犯罪の発生状況や防犯対策が分からないから

空き家が増え、過疎化が進んだから

交通事故や悪質な交通違反があったから

子供や女性への声かけ、ちかんの目撃や情報があったから

インターネット利用犯罪に遭った、遭いそうになったから

殺人・強盗などの凶悪な事件があったから

あなた自身や身近な人が犯罪に遭った、遭いそうになったから

その他

規範意識の低下、 
マナー違反を挙げた
人が最も多く、 

５割を超えている。 
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